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現状課題と目指す姿 
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ｻﾌﾟﾗｲチェーン全体 
・それぞれの情報がみえないことによる、ムダな計画立案・製造フォロー・在庫が発生し、 
 サプライチェーンの効率が悪く、利益がでない！ 
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サプライヤ、販社・お客様の物流、在庫、生産状況が見えないことによる 
困りごとがあちこちにある。 

サプライヤとの間 
・部材遅れが突然発覚することによる 
 生産混乱発生！ 
 

販社との間 
・販社が提示するフォーキャストが変動し 
 無駄な仕込みが発生！ 
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実証実験シナリオ 

工場：サプライヤからの部材納入の場面 
  ・部材到着が遅れるのが把握できず、生産ストップしてしまう 

課題 

サプライヤにおける生産、在庫、出荷の状態管理を行い、以下の３つの画面で状態を可視
化した上で異常を検知し、アラートとして表示する 

対策 

当日納入進捗画面 

在庫管理画面 

当月生産リスク管理画面 

POに対する生産進捗
がわかる画面 

生産進捗が悪いものを
表示する画面 

サプライヤの在庫が判
る画面 

大型モニタで共有 
業者名 担当者 部品コード 部品名 PO番号 数量 納期 生産計画 ステータス コメント

DDDD あああああ 09/13 09/12 計画遅れ 設備調整中

DDDD いいいいい 09/15 09/17 納期遅れ 金型破損

DDDD ううううう 09/15 09/15 ぎりぎり -

DDDD いいいいい 09/18 09/17 ぎりぎり 金型破損

DDDD えええええ 09/18 09/17 ぎりぎり -

DDDD いいいいい 09/18 09/17 ぎりぎり 金型破損

DDDD おおおおお 09/20 09/18

DDDD うううううう 09/20 09/18

DDDD あああああ 09/20 09/18

DDDD いいいいい 09/20 09/18

DDDD えええええ 09/21 09/18

DDDD いいいいい 09/21 09/18

DDDD いいいいい 09/21 09/18

DDDD えええええ 09/21 09/18
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実証実験の結果 
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•結果的にコンポーネントを実装できるプラットフォームがなく
実証実験に至りませんでした 

プラットフォームは大事です！ 
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事前調査と検証ポイント 

• 実証実験に向けての事前調査で、サプライヤ50社に対してアンケート調査を実施した
結果、半数以上のサプライヤがエクセルでの管理をしており、生産進捗管理において
は約８割にもなることが判明した（下図青部分） 

【検証ポイント】 

１．管理手法が異なるサプライヤ側のエクセル情報をどのように連携するか？ 

２．サプライヤ側の生産・在庫段階ではPOと紐付いていない。どのようにPOの進捗を捕らえるか？ 

３．サプライヤ側からは１対複数工場になるため、すべての在庫が発注工場のものではない 
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出来なかったこと 
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• サプライヤ側のデータ抽出が実証実験のポイントであったが、サプライヤ側としての実証
実験の場を提供可能な協力会社が見つからず、実証実験が出来なかった 
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出来たこと 
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• 一方工場側で「見えるとうれしい情報」「見せ方」についてPOと生産、在庫、出荷が
紐付いた状態のデータを仮想で作成し、ウィングアーク1st様提供のBIツールMotion 
Boardを使用し時系列での進捗状態の表示、異常の色づけ、異常のみの抽出など
想定したとおりの「見えるとうれしい情報」を見せることが出来た 

運搬異常をクリックするとその
POと紐付く貨物を運ぶトラック
の位置情報が表示される。 
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出来たこと 

異常のみドリルダウンを
してその明細を確認す
ることができる。 

• サプライヤ側の残PO数、残POに対する生産異常、在庫の不足が見える 
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出来たこと 
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• サプライヤ側の在庫状態が見える 
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成果と今後の課題 
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【成果】 

• サプライヤ側の実証実験は出来なかったが、工場側の「見えたらうれしい情報」を実
データを用いて可視化することは出来た 

 
【今回の問題点】 

• 今回サプライヤ側の実証実験までたどり着かなかった理由は以下の３つ 
１）対象範囲が広すぎた 

２）実証実験工場が見つからなかった 

３）実装するプラットフォームが見つからなかった 

 
【今後の課題】 

１．サプライヤとそれぞれ管理手法が異なる状態から生産、在庫、出荷の情報を抽出
し共通化させる手段を確立すること 

２．その情報とPO情報を紐付ける方法を確立すること 

３．サプライヤ対工場、ｎ社対ｎ社の関係の中から必要な情報だけを抽出し、他の情
報は守られるセキュリティを保持すること 
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２F01 メンバー紹介 
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